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静岡県の
新型コロナウイルス感染症者

発生・入院等の状況
（2023年2月17日時点）

静岡県健康福祉部　新型コロナ対策 企画課 & 推進課



P2

静岡県の直近１か月の新型コロナ新規感染者数の状況《2/17時点》



静岡県の新型コロナ新規感染者数と簡易実効再生産数（2022.7/1～2023.2/17）

（人）（人）

国立感染症研究所の報告に基づき、簡易実効再生産数を直近7日間の新規感染者数/（世代時間）日前7日間の新規感染者数とし、世代時間をオミクロン株で2日間として計算した

P3

• 実効再生産数は、1月14日以降
1未満が多く、2月17日は０.８７



P4

8月24日
第７波Max

７,９６９

8月24日
第７波Max

６,１６２

10月12日
第７-８波間
底値６９１

1月12日
第８波Max

７,２１２

1月7日
第８波Max

９,４７５
（人）

2月5,8日
第６波Max

２,０６６

2月10日
第６波Max

１,７３５

6月22日
第６-７波間
底値２１７

静岡県 第６波以降 オミクロン感染者の状況（2022.1/1～2023.2/17）

2月17日
８９８第６波

第７波

第８波



• 医療機関での陽性
判明者は医療機関
所在地で、　自己
検査陽性者は住所
地で、保健所管内
ごとに集計

• 最近５週間は、全
保健所管内で減少
し、保健所間での
差が少ない

静岡県 保健所管内別 １週間人口10万人あたりコロナ陽性者数（2022.9/30～2023.2/16）

（人口はR4年10月1日の推計人口）
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（人/週/人口10万人）

（下田、東伊豆、河津、南伊豆、松崎、西伊豆）　　　　（熱海、伊東）　

　（富士、富士宮）

　（沼津、三島、裾野、伊豆、伊豆の国、函南、清水、長泉）　　　（御殿場、小山）　　

（島田、焼津、藤枝、牧之原、吉田、川根本）　　（磐田、掛川、袋井、御前崎、菊川、湖西、森）　　



静岡県の第９波の開始とピークの時期予想（2/17時点）
8月24日

第７波Max
１１８５.２

8月24日
第７波Max
４３,１４０

（人/週）

P6

• 第７波～第８波の頂
値間は約20週なので、
３月中頃から再上昇、
５月末から６月にか
けてピークの可能性

1月12日
第８波Max
１３８６.９

1月12日
第８波Max
５０,４８４

約２０週（約４か月半）

10月12日
底値
４,８39

10月12日
底値

１３２..９ 2月17日
１７２..８

2月17日
６,２８9



静岡県 コロナ受入病院 入院患者重症度別推移(2022.1/1～2023.2/17)

348

243

43
3, 7.0%

41.4%
841/2

2月20日
Max 445人
Max 68.1%

6月27日
Min 24人
Min 3.9%

• 入院患者数は、11
月以降増加し、１月
半ばから下降

• 入院患者の約７割
が軽症者

2月4，5日
Max 7人

Max 16.7%

8月6日
Max 84.7%

8月9日
Max 800人

59

8月14日
Max 14人
Max 31.8%

1月16日
Max 1,042人

Max 82.7% 

1月22日
Max 20人
Max 36.4%



静岡県の直近の年齢別感染者数・割合（2/10～2/16）

全6,666人
（-3,841人)

（+-○○人, +-□%）
は前週との増減

政令市を含む全県

• ４０歳代と７０歳以上の割
合が最も多く、１５％

• 人数の減少が最も多いの
は１０未満、次いで４０歳代

• ６０歳以上は２２％

P8

（-679人, -1%）

（-644人, -1%）

（-494人, +1%）

（-325人, +-0%）

（-582人, +-0%）

（-362人, +-0%）

（-345人, -1%）

（-409人, +1%）



静岡県 年代別人口10万人あたり週感染者数（2022.1/7～2023.2/16)

政令市を含む全県

P9

（人/週/人口10万）

• ５週続けて全年代で感染者が減少

• ７０歳代以上の年代別人口あたり感染者
数は、６０歳代より多く、減少が緩やか



静岡県 無料検査の検査件数と陽性率(2021.12/24～2023.2/12)

（抗原定量検査を含む）

P10

• 旅行支援事業開始の影響か
10月中旬より検査件数が増
加したが、1月後半より減少

• 陽性率も1月中旬以降低下



• 国立感染症研究所が、中
和抗体からの逃避や感染
者数増加の優位性が示唆
される亜系統として動向を
注視する必要があるとした
オミクロン株の系統※の検
出状況を示す

• 上述の系統に属する亜系
統が、直近の週に県全体
で計２２検体（２３.２％）検
出された

• なお、検体採取は結果が
判明した週の約２週前

　※ BA.2.75系統、BA.4.6系統、
　　　XBB系統、BQ.1系統、
　　　BS.1系統

静岡県 オミクロン株 感染者数増加が示唆される亜系統の状況（2022.11/25～2023.2/16） 

12月8日までは政令市を除く県所管地域
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・県の３回接種率を全国と比べると、60～64歳を除いて全国より高い（０.１～４.８ﾎﾟｲﾝﾄ高い）
・県の年代別３回接種率は、30歳代以上ではほとんど上昇していない

県と国 コロナワクチン２,３回目年代別接種率 （2/13時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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３回接種率
２回接種率

８６.３％

９７.７％
９７.４％

緑数字は静岡県の

９２.１％

８２.９％

７７.３％７４.３％６６.４％

６２.７％

政令市を含む全県

（％）

４３.４％

（+0.1%）

（+0.2%） （+0.1%） （+-0%）

（+-0%）

（+-0%）

（+0.1%）

（+0.X%は前週からの増加）

（+-0%）

（+-0%）

（+-0%）

（+0.1%）

（+0.2%）
１３.８％



静岡県 コロナワクチン４回目接種状況 ６０歳以上(6/13～2/13)

（回）

直近７日間で1日約200人接種
（先週は1日約300人）

（対象者約132.1万人）
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政令市を含む全県

9月20日より接種率の分母である県人
口が令和3年1月1日人口から令和4年1
月1日人口に変更されたため、9月19日
以前の接種率とは単純に比較できない。

（VRS；ワクチン接種記録システムより）



静岡県 コロナワクチン４回目接種状況 １８～５９歳(6/13～2/13)

（回）

直近７日間で1日約600人接種
（先週は1日約1,000人）

P14

政令市を含む全県

9月20日より接種率の分母である県人
口が令和3年1月1日人口から令和4年1
月1日人口に変更されたため、9月19日
以前の接種率とは単純に比較できない

（VRS；ワクチン接種記録システムより）



静岡県 コロナワクチン４回目接種状況 全年代(6/13～2/13)

（回）

直近７日間で1日約1,000人接種
（先週は1日約1,400人）

P15

政令市を含む全県

9月20日より接種率の分母である県人
口が令和3年1月1日人口から令和4年1
月1日人口に変更されたため、9月19日
以前の接種率とは単純に比較できない。

（VRS；ワクチン接種記録システムより）



静岡県 乳幼児コロナワクチン１回目接種状況 ６か月～４歳(11/7～2/13)

（回）

直近７日間で1日約10人接種
（前週は1日約10人）
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（対象者約12.2万人）

政令市を含む全県
（VRS；ワクチン接種記録システムより）



県と国 コロナワクチン２～５回目年代別接種率 （2/13時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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政令市を含む全県

（+0.X%は前週からの増加）

（+0.2%）

（+-0%）

（+0.1%）

（+0.1%）

（+0.8%）

（+0.4%）

（+-0%）

（+-0%）

（+0.1%）

（+-0%）

（+-0%）

（+-0%）



県と国 オミクロン対応ワクチン年代別接種率 （2/13時点） 

P18

政令市を含む全県

接種率の分母
は初回接種の

完了者数

（VRS；ワクチン接種記録システムより）

• 県のオミクロン対応２価ワクチンの接
種率は、６５歳以上が高く７７.３％（前
週から＋１.０％）で全年代では５３.９％
（＋０.７％、約２.１万人が接種）

• 県のオミクロン対応２価ワクチンの接
種者数は、約１６０万人



静岡県 新型コロナ第３波～BA.５波の死亡者数(～2023.2/16)

（人） （人/日）

（％）

3,975人 3,603人 17,289人 94,945人

％

人/日

人

P1957,596人

2020.11.16～21.2.15,
（92日間）

ｵﾘｼﾞﾅﾙ株主体,

21.4.1～6.30,
（91日間）

アルファ株主体,

21.7.1～9.30,
（92日間）

デルタ株主体,

22.1.1～3.31,
（90日間）

ｵﾐｸﾛﾝBA.1主体,

（91日間）
22.4.1～6.30,

BA.2主体,

政令市を含む全県

22.7.1～9.30,

オミクロンBA.5系統主体

313,739人

22.10.1～12.31,
（92日間）感染

者数 203,807人
（92日間）

％

• 2023年1月の死亡公表者数
は315人で、これまで最多の
昨年8月の211人を超えた

156,707人

23.1.1～2.9時点

（40日間）

人/日

人

；観察期間における　
　コロナ陽性死亡者数／新規感染者数



静岡県 週ごとに公表された新型コロナ陽性死亡者数(2020.2～2023.2)

（人）

P20

政令市を含む全県

• 2022年以降の週間死亡公表者
数は、それ以前に比べて急増

• 2022年10月以降の第８波では、
死亡公表者数が第1～4週の４
週連続で過去最多

9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（死亡公表者数※）

( 41人)
(168人)
(734人)
(366人,第6週 2月12日まで)

※；第1週は1月1日から始まると
は限らないので、1月1日からの
公表死亡者数の集計値ではない



静岡市両替町の人流の状況 （2/16時点） 

P21

静岡市両替町の21時の人流は、年末12月30
日のピーク後急速に下降したが、1月半ばよ
り再上昇後、ほぼ横ばいで、2021年7月1日を
100とし2月16日までの1週間は平均112



静岡県コロナ受入病院の一般病床使用率の状況（2022.1/23～2023.2/9）

回答
病院数 34,34,36,37,35,37,37,

P22
41,

• 直近で、一般病床使用率の中央値は８３.９％（前週８３.８％とほぼ同じ）

• 一般病床使用率９０％以上の病院は、１０病院（前週よりー２病院）で２９％を占める

35,37,41,38,35,36, 31,34, 35,37,36, 41,33, 36,32,36,38,33,35, 38,34, 31,35, 36,36,34,35,33,29,34,37,32, 36 35,34,



静岡県 コロナ受入病院の一般病床及び小児病床の使用率推移（2022.12/1～2023.2/9）

[回答病院数]

[37]

P23

• 一般病床使用率は、年末年
始に下降し、１月に増加後、
横ばい

• 小児病床使用率も、年末年
始は下降し、1月以降徐々
に増加

[34]
[35] [33]

[31]

[34]

[37]

[13]

[14] [13]

[17] [14]

[32]

[15]

[36] [34]

[14][15]

[35]



静岡県　コロナ受入病院の休職者の状況（2022.1/23～2023.2/9）

P24
回答

病院数

• コロナ感染や濃厚接触、インフルエ
ンザ感染による休職医師・看護師
数は、直近121人（うちインフル５人）

• 直近で休職者がいるのは25病院
（前週比-1）、休職者数は1～25人、
平均値5人（-2.5）、中央値3人（-4）

• 直近で閉鎖中の一般病棟があるの
は２病院（+-0）、入院受入休止病床
があるのは２病院（+-0）、16,34床、
計50床（-87）

（人）

35,37,35, 35,37,41,41, 38,34, 36, 37,34, 35, 37,37, 31,36,38,37,34,42,37, 37,33, 40,33, 39,36,35, 32,36, 37,37,34,36,33,32,34, 38 32,37, 35 34,



静岡県　発熱等診療医療機関の発熱外来の状況（2022.6/27～2023.2/10）

P25
回答した

医療機関数

• 直近で、ひっ迫していると回答
した医療機関は７％に低下

• 検査件数も昨年10月並に低下

（件,人）

150,

左軸

…右軸

162,166,189,190,195,151,173,180,163,172,160,164,184,153,175,157,150,163,152,134,147,142,144,140,228, 74, 129,227,152,

（2022年７月18日から集計）

165,151,138,



静岡県　１週間の救急車出動及び搬送困難事案の状況（2022.6/27～2023.2/12）

P26

（件） （件）
…右軸

120

政令市を含む全県

• 直近の救急車出動件数は昨年同
期より約100件少ない

• 搬送困難事案件数は12月中旬か
ら急増したが、1月中旬から減少

107

75
85

左軸

118
94

77

57

34



静岡県 感染者・入院者数等指標とレベル分類の推移（2022.1/1～2023.2/17）

P27

左軸

右軸

マーカーの
無い時期は
調査せず



静岡県 感染者・入院者数と感受性県民、人出、流行株感染力の推移（2022.1/3～2023.2/13）

P28

左軸

右軸

• 感染しやすい県民割合はピークを越えて底値となり、
人出もそれほど多くなく、感染者はしばらく減少するか

※BA.2を1.3，BA.5を1.7、BQ.1等を2.0と仮定



日本　今季のインフルエンザの流行状況（2/6～12 第6週時点） 

P29

《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2023年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

• 2017-18シーズン、2018-19シーズン
は大きな流行があった

• 2019-20シーズンは、2020年１月から
コロナの感染対策が始まったため、イ
ンフルエンザの流行は拡大せず漸減

• 2020-21シーズンと、2021-22シーズン
は、明らかな流行は認められなかった

• 2022-23シーズンは全国定点あたり報
告数は11月以降増加し、定点医療機
関辺りの報告者数は、第50週1.24で
流行期に入り、第6週は12.91

• 本県は第51週(12/19～25)が1.00で流
行期に入り、第6週(2/6～12)は4.24

（件数）



日本 今季のインフルエンザの流行状況（2/6～12 第6週時点）　【拡大】 
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《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2023年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

（件数） 定点当り報告数
  全国　   12.91
  東京都　 9.70
　神奈川県11.31
　愛知県　 9.31
　長野県　 9.43
　静岡県　 4.24
　大阪府  28.12
　京都府  26.30
  沖縄県　30.25

今季の静岡県内型別報告
 Ａ型1521件(96%),Ｂ型60件



静岡県の保健所管内別 １週間のインフルエンザ感染者 定点医療機関からの報告数（2022.10/10～2023.2/12）

P31

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

１週間の定点医療機関
からの報告数平均

（下田、東伊豆、河津、南伊豆、松崎、西伊豆）　　　　（熱海、伊東）　

　（富士、富士宮）

• １週間の定点医療機関からの報告
数の平均が、１以上で流行開始、
１０以上で注意報、３０以上で警報

• 県内保健所管内別では賀茂と富
士では流行期を外れており、地域
によって増加と減少に分かれる

　（沼津、三島、裾野、伊豆、伊豆の国、函南、清水、長泉）　　　（御殿場、小山）　　

（島田、焼津、藤枝、牧之原、吉田、川根本）　　（磐田、掛川、袋井、御前崎、菊川、湖西、森）　　
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0-9歳 1,751人(48%)

10-19歳 972人(27%)

20-29歳 321人(9%)

30-39歳 215人(5%)

40-49歳 152人(4%)

50-59歳 118人(3%)
60-69歳 61人(2%) 70歳以上 63人(2%)

0-2歳 295人(8%)
3-9歳 1,456人(88%)

全体
3,653人

静岡県の今シーズンのインフルエンザ年齢別の累積報告数･割合
2022年９月から2023年第６週(2/6～12)まで　（政令市含む全県）

• １０歳未満の割合が最も多く48％
• 次いで１０歳代、２０歳代の割合

が多く、27％、9％
• ２０歳代以下が84％を占めている



静岡県　新型コロナとインフルエンザの同時流行の状況（2022.10/10～2023.2/12）

P33

インフルエンザ流行期

•直近の新型コロナとインフルエ
ンザの感染者の推計比率は、
８,５００：４,２００＝約２：１

（人数）



指　標 目安値 第７波時の
最高値

直近値（2月15日）

［対前週増減値］
指標と目安値の考え方

❶コロナ受入病院の
コロナ入院者数の合計

400人 800人
（8月9日）

431人[-95]
(2月15日)

• クラスター者も含めて受入病院
の全コロナ入院者で負担を評価

• 第７波最高値の半分を目安値

❷最大確保病床 使用率
　　　　　　確保病床入院者数
　　　最大確保病床数（国へ届出）

50％
分母907床
(1月26日～)

73.0％
= 566/775
（8月27日）

29.0％[-8.4]

= 263/907
(2月15日)

• 今冬の最大確保病床数を分母
とする確保病床使用率50％未満
が、国の「判断に係る指標」とそ
の目安値に適合すると考える

❸コロナ/インフル感染/濃
厚接触による受入病院
の休職　医師・看護師数

300人 630人
（7月28日）

121人[-49]
(2月9日)

• 国の「判断に係る事象」に該当

• 第７波最高値の半分弱を目安値

❹１週間の発熱外来（時
間内）の行政検査件数

2.1万件 42,543件
(7月25-31日)

19,099件
[-2,168]

(2月6-12日)

• 国の「判断に係る事象」に該当

• 第７波最高値の半分弱を目安値

❺１週間の救急搬送困難
事案の件数

40件 84件
(8月1-7日)

34件[-23]
(2月6-12日)

• 国の「判断に係る事象」に該当

• 第７波最高値の半分弱を目安値

P34
静岡県 新しい国レベル３からレベル２に下げる指標と目安値（2/15時点）

=

※ 前提条件；１週間新規感染者数の前週比1.0倍未満が約４週間継続⇒1月15日から32日間連続1.0倍未満



今週の評価レベル分類と医療ひっ迫の状況 

区　分　
県専門家会議

今週(2月17日)の判断

[1] 評価
レベル

に引下げ
も

に引下げ

[2] 医療
ひっ迫

コロナ受入病床は、県全体で病床使用率４０％
台に下がり、ひっ迫は徐々に軽減しています。

発熱外来は、ひっ迫が弱まっています。
P35



       　
感 染 医 療

国設定 なし

医療非常事態宣言
医療ひっ迫防止対策
強化宣言

県独自

感染再拡大
警報

感染再拡大
注意報

医療ひっ迫警報

医療ひっ迫注意報
P36

静岡県独自の注意報・警報、国設定の宣言の状況

10月21日～
11月10日

11月11日～
2月2日

10月1日～
12月22日

12月23日～
1月12日

1月13日～
2月10日2月3日解除

2
月
10
日

終
了

2月11～16日

2月17日～



コロナ,インフルの再増で

医療のひっ迫を再度強める
ことがないように県民皆さまは
・会話時, 着用を!
・人が集まる室内の を!!
・ワクチン検討（ ）を



区　分 内　容

概要
• マスク着用は個人の判断を尊重して委ね、本人の意思に反して着脱を強制しない
• 政府は、マスク着用が効果的な場面を周知し、その場合のマスク着用を推奨
• 3月13日から適用（学校は4月1日から）

マスク着用が
効果的な場面

• 重症化リスクの高い者への感染を防ぐため、以下の場面ではマスク着用を推奨
　①医療機関受診時　②医療機関や高齢者施設等訪問時　③混雑した電車・バス
• 重症化リスクの高い者が、流行期に混雑した場所に行く場合もマスク着用が効果的

症状がある
場合等

• 症状がある者・コロナ陽性者・その同居家族は外出を控えるが、やむを得ず外出する
場合は、人混みを避け、マスクを着用

学校・保育所等

• マスク着用を求めないことが基本
• マスク着用を希望する児童生徒に適切に配慮
• 換気の確保
• マスク着用を促す場合も児童生徒や保護者等の判断を尊重し、着脱を強制しない
• 卒業式では児童生徒はマスク着用せず出席することを基本（合唱・呼掛けはマスク）

医療機関や
高齢者施設等

• 従事者は、勤務中のマスク着用を推奨

事業者
• 感染対策上や事業上の理由から利用者や従業員にマスク着用を求めることは許容
• 業種別ガイドラインを見直して周知

(新型コロナウイルス感染症対策本部決定通知より) P38



マスク着用が不要な場合について  　

① 屋外では、近くで会話をしなければマスクは不要

② 就学前の子どもには、マスクは原則不要

 ※ マスク着用が推奨される場合に変わることが
　　 ありますので、外出時は常にマスクの携行を

熱中症のリスクや表情が見えにくくなることによる小児の発達
への懸念から、マスク不要な場合を明確にお示しします。

(静岡県 2022.5.25 知事定例記者会見資料) P39



マスクは常に携行しましょう！　場合別マスク着用の参考表  　

周囲の人
の状況

屋内/屋外

自分
１人
のみ

同居人
のみ

同居人以外の人々 　　（事例の赤字は国通知の事例）

２ｍ以上離れている ２ｍ以内にいる
ほとんど
会話無し

会話・発声
あり

ほとんど
会話無し

会話・発声
あり

屋内※１
不要
例）１人で

部屋で過ご
す

不要
例）家族で

居間で
団らん

不要
例）図書館で席を
離れて座り自習

推奨※２
例）離れた席で

おしゃべり

推奨
例）通勤電車・バス

の中

推奨
例）狭い会議室で
の会議、カラオケ、

麻雀

屋外 不要
例）１人で

散歩や自転
車

不要
例）家族で
ハイキング

不要
例）静かに

ランニング・サイク
リング・釣り

不要
例）密にならない外

遊び・テニス

不要
例）徒歩通勤、静
かな行列、野外で

の観劇

推奨
例）繁華街・観光

地の人混み、友人
とBBQ、球技観戦

＊就学前の子どもには、マスクは原則不要
＊高齢者や基礎疾患のある人、またはそのような方と接する人は、マスク着用を推奨
＊マスク着用なしで咳やくしゃみをする際は、口鼻をハンカチやそででおおう（咳エチケット）
※１；車内(電車、バス、自家用車等)を含む
※２；十分な換気等の感染対策をしている場合はマスクを外すことも可

ふとん
２ｍ

(静岡県 2022.5.25 知事定例記者会見資料) P40



国決定 ３月１３日からのマスク着用①
マスク着用は各自が判断して決める

マスク着用を推奨する場面は

①医療機関（病院・診療所）受診時
②医療機関や高齢者施設等の訪問時
③混雑している電車・バスの車内
④高齢者など重症化リスクのある人　
　が,コロナ流行時に人混みに行く時



国決定 ３月１３日からのマスク着用②
マスク着用は各自が判断して決める
外出を控える人が,やむを得ず外出
するときは,マスクを着用する
❶コロナを疑う症状がある人
❷コロナ陽性の人
❸コロナ陽性の人の同居家族



基本的な感染対策の励行をお願いします

（特に感染が再拡大しているとき）
①密集・密接・密閉を避ける
②人と人の距離２ｍの確保
③こまめな手洗いや手指消毒
④定期的な換気

国決定 ３月１３日マスク着用見直し後も



オミクロン株対応ワクチン接種をし
た人は、接種していない人と比べて
・発症が約2分の1に低下
・高齢者の入院が約4分の1に低下
という報告があります
オミクロン株対応ワクチン接種
がまだの方は、ぜひ御検討を!!


